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3. 棒状分子に対する Onsager理論をみみず鎖モデルに拡張した Khokhlov と Semenov の理論によると，
相境界の濃度は q ，鎖の直径 d ，及び、Kuhn セグメント数N (分子長/2 q) のみの函数で表される。





















一方Khokhlov と Semenov は， Onsager理論を屈曲性を持つ連続な棒 (Kratky-Porod鎖，長さ L ，持
続長 q ，直径 d) に拡張した (KS理論)。この理論では， φr ，〆が分子形態のパラメータ (L ， q , 
d) のみで表される。伊藤君は， PH 1 C及びシゾフイランのデータを用いて，適度に剛直な高分子
( q>30nm) に対してはKS理論が定量的に成り立つ事を示した。また，相図及び熱力学データの考察
から理論の限界についても明らかにした。
Abe と Flory は，二成分棒状高分子(長さのみが異なる)の溶液には，等方-液晶相平衡の他に等方­
液晶 (1) -液晶( 2 )三相平衡，液晶( 1 ) 液品 (2 )二相平衡の存在を予言した。伊藤君はシゾ
フイラン水溶液を用いて，この予言の定性的な正しさをはじめて立証し，剛直性を考慮した Odijk の理
論 (K S理論の三成分系への拡張)によりほぼ定量的に説明できる事も示した。以上の結果は，高分子
溶液の液晶形成にはじめて分子レベルの説明を与えたもので，今後のこの分野の研究にも有力な指針と
なる。理学博士の学位論文として充分価値あるものと認める。
-12-
